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サーババックアップの方法

　業務で使用しているサーバのデータ管理は、本来RAID環境を組む等サーバ側でされるべきものです。
例えば、HDDを２台準備しておき、同一データを常に二つのHDDに書き込むことで対応するデュアルシステムや、普段は一方が対応しておき、インシデントが発生すると、もう一方が作動するデュプレックスシステム等があげられます。しかし現在の三井小学校の現状を考えると、コスト対効果の点で問題があります。

　そこで、バックアップ先を個人のPCで管理行うミラーリングの手法を紹介します。ミラーリングを行うと、単にフォルダごとコピーしてバックアップする方法と比べて、効果は同じでも作業コストの減少に著しく作用します。

フォルダごとコピーする方法とミラーリングの違い

　よくやるバックアップの方法としてはフォルダのコピーです。フォルダのコピーは、手軽で便利ですが該当フォルダ配下の本来コピーしなくてもよいような、変更していないデータも、上書き確認後、一括してコピーしてしまいます。これは、時間とネットワーク帯域の無駄です。また、コピーの途中で、「これはプログラムだからどうしますか」等という、ダイアログが出てコピーがとまってしまっているという悔しい思いをした人も多いと思います。目安として１００MB以上のデータがある場合は定期的にミラーリングすることで、この問題は解決できます。

　ミラーリングは、自動的にバックアップ元と、バックアップ先とのファイルを比較して、更新があったデータや、新規作成されたデータのみをコピーします。また、バックアップ元のデータを削除すると、バックアップ先のファイルも削除してくれます。皆さんもサーババックアップにミラーリングを使い幸せになりましょう。

DiskMirroringToolのインストール

ミラーリングするツールはたくさんあるのですが、便利なフリーソフトウェアを紹介します。DiskMirrorringToolと書いて「ディスクミラーリングツール」と読みます。

まずは、インストールファイルをダウンロードしましょう。インストールソフトウェアは、
\\192.168.1.201\f\software\diskmirrorringtool にあります。いつもバックアップに使っているFドライブのsoftwareフォルダの中のdiskmirroringtoolフォルダの中のdmt122.exeをダブルクリックすればOK.
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　　　　　　　　　←こんなアイコン

　　　　　　　

ダブルクリックすると、「ファイルによっては云々」というダイアログを表示されますが、無視して、無視して[開く]ボタンを押下しましょう。そうすると、今度は、[次に]-[次へ]-[次へ]と押下すると、インストールされます。
DiskMirroringToolの起動
Windowsのスタートボタンー「すべてのプログラム（P）」－「MERCURY」－「DiskMirroringTool」―「DiskMirroringTool」として起動してください。よく使うべきプログラムなのでショートカットを作ってもいいですね。

DiskMirroringToolの設定
DiskMirroringToolは起動すると、下の画面のように表示されます。最初はどこのフォルダをバックアップするのかを設定しないといけませんので、初回のみ、以下の作業が必要となります。（２回目からはボタン一発でミラーリングします。）まずは、左上の追加ボタンを押下します。
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そうすると、フォルダ設定ダイアログを表示されますので、

	名称
	なんだっていいんですが「サーババックアップとでもしましょう」

	マスター側
	サーバ機のデータを持ってくるので、\\192.168.1.201\f\自分の名前 を入力しましょう。

	バックアップ側
	ここにデータをバックします。この例ではDドライブの[サーバ機バックアップ]フォルダに、サーバのデータをバックすることになります。



設定が終わったらOKボタンを押下しましょう。

これで設定は終了です。そしたら、確認ダイアログが出てきます。

これは、作者の言うとおりで、マスター側とバックアップ側を逆にすると、サーバデータ全消去という事態になりますので、確認の意味でテストしましょうということです。一応全消去してもいように、夏休みまでは、６月１９日までのデータを村山が保存しています。その間にDiskMirroringToolの設定を完了してください。

それ以降の対応はできません。OKボタンを押下した後、サーバ機バックアップをクリックして反転表示させ、テストボタンを押下してください。実際はテストなので何にもしていませんが、下の画面にずらずら出てきていたら成功です。









テストが終わったら終了　と出てくるので、実際にテストボタンの隣の更新ボタンを押下して更新します。２回目からは、この更新ボタンを押下するだけで自動的に更新します。一番最初は全部コピーするので時間がかかりますが、２回目以降はフォルダコピーするよりも、飛躍的に作業時間が向上します。

このボタンを押下すると楽です。





①　サーバ機バックアップをクリックして反転表示させる





②　テストボタンが押せるようになるので、押す





③　こういうものがずらずら出てきたら成功





サーバのデータのバックアップの設定は難しいかも知れませんが、やった方がよいし、やるべきです。普段の自分のデータは自分で守るという心がけが肝要です。わからないところがあれば質問をしてください。時間が空いている限り対応します。質問をする場合は、「これこれこういうことをしようとして、こうしたら、（結果こうなった。/こうならない）」と質問していただければやりやすいです。









